
１０．歯科医師国家試験 
 

 

１ 歯科医師国家試験受験資格及び歯科医師免許については，歯科医師法に規定されてい

るように，学業面において所定の課程を修めることのほかに，生活面での慎重な行動が

必要です。 

２ 歯科医師国家試験の詳細は官報により公示されますが，本学においても掲示にて別途通

知します。 
 

【参考】歯科医師法（抜粋） 

第１章 総則 
第 1 条 歯科医師は、歯科医療及び保健指導を掌ることによつて、公衆衛生の向上及び増       

進に寄与し、もつて国民の健康な生活を確保するものとする。 
 
第２章 免許 
第２条 歯科医師になろうとする者は、歯科医師国家試験に合格し、厚生労働大臣の免許

を受けなければならない。 
第３条 未成年者、成年被後見人又は被保佐人には、免許を与えない。 
第４条 次の各号のいずれかに該当する者には、免許を与えないことがある。 
一 心身の障害により歯科医師の業務を適正に行うことができない者として厚生労働省  

令で定めるもの 
 二 麻薬、大麻又はあへんの中毒者 
 三 罰金以上の刑に処せられた者 
 四 前号に該当する者を除くほか、医事に関し犯罪又は不正の行為のあつた者 
第５条 厚生労働省に歯科医籍を備え、登録年月日、第七条第一項又は第二項の規定によ

る処分に関する事項その他の歯科医師免許に関する事項を登録する。 
第６条 免許は、歯科医師国家試験に合格した者の申請により、歯科医籍に登録すること

によつて行う。 
２ 厚生労働大臣は、免許を与えたときは、歯科医師免許証を交付する。 
 
第３章 試験 
第９条 歯科医師国家試験は、臨床上必要な歯科医学及び口くう衛生に関して、歯科医師

として具有すべき知識及び技能について、これを行う。 
第 10 条 歯科医師国家試験及び歯科医師国家試験予備試験は、毎年少くとも一回、厚生労

働大臣が、これを行う。 
第 11 条 歯科医師国家試験は、次の各号の一に該当する者でなければ、これを受けることが

できない。 
一 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）に基づく大学（第十六条の二第一項にお

いて単に「大学」という。）において、歯学の正規の課程を修めて卒業した者 
 

第３章の２ 臨床研修 
第 16 条の 2 診療に従事しようとする歯科医師は、一年以上、歯学もしくは医学を履修す

る課程を置く大学に附属する病院（歯科医業を行わないものを除く。）又は厚生労働大臣

の指定する病院若しくは診療所において、臨床研修を受けなければならない。 
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